
第 1 回 口 頭 論 調 書

裁判長認

事 件 表 示

期

場所及び公開の有無等

令和6年 (行 )第 6 2号 (第 1事件 )

令和6年(行)第63号(第2事件)

令和6年5月2 9日午前1 0時 3 0分

東京地方裁判所民事第38部法廷下公開
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指 定 期 日 令 和 6 年 7 月 1 6 日 午 前 1 1 時 0 0 分 進 行 協 議

令和6年7月1 6日午前1 1時3 0分口頭弁論

弁 論 の 要 領 等

第1事件原告5

1 訴 状 陳 述 。 、 請 求 の 趣 旨 7 ( 1 ) 、 同 8 ( 1 ) 及 同 1 0 ( 1 ) 、 「 行 政 文 書

一部不開示処分」上の、八扎克合和5年8月2 4日付汁裁決江上)取

り消され、同月25日付け決定により一部変更された後のものであるので、そ

れぞれ訂正する。

2 訴 状 訂 正 申 立 書 ( 2 0 2 4 年 3 月 8 日 付 汁 ) 陳 述

第2事件原告方

1訴狀陳述

2 訴 状 訂 正 申 立 書 ( 2 0 2 4 年 3 月 7 日 付 汁 ) 陳 述

被 告

答弁書陳述

第1事件原告(兼第1・第2事件原告方代理人)福田護

意見陳述

第1事件原告(兼第1·第2事件原告方代理人)米倉洋子

意見陳述

第2事件原告加藤陽子
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意見陳述

第1・第2事件原告岡田正則

意見陳述

被 告

令和6年7月5日までに、原告らの主張に対する反論を記載した準備書面を

提出する。その際、裁判所から指摘のあった次の3点について対応する。

(1)不存在を理由として不開示決定がされた処分について、保有していない理

由が物理的不存在であるのか、解釈上の不存在であるのか、物理的不存在で

ある場合、作成又は取得がされていないのか、いったん作成又は取得された

が後に廃棄等がされたのかをできる限り具体的に主張すること。

(2)行政文書の管理に関するガイドライン、内閣官房における情報公開法に基

づく処分に係る審査基準、内閣府本府における情報公開法に基づく処分に係

る審査基準について、それぞれ処分当時のものを書証として提出するととも

に内容を明らかにすること。

(3)内閣官房及び内閣府それぞれについて、情報開示に係る権限のうち何が誰

に委任されているのかを、処分当時の委任の根拠規定を含めて明らかにする

こと。

証拠関係別紙のとおり

裁判所書記官桑 原 真 帆
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第3号様式(書証目錄) 事件の表示

書 証 目 録

(二の目録汁,各期日調書上一体上公る屯の下如歹。)

( 甲 A 号 証 )

令和6年 (行 )第 6 2号
令和6年(行)第63号

( 原 告 提 出 分 )

提 出 陳 述

番 号 成立の争いに
期 日 標 等 期日 成 立

ついての主張

1 第 1 回 第 回

弁
証明書(2024.4.19付)

論のとおり 弁 論
大犬L、「原本」上如の在
寸 「 写 」 上 訂 正

7 5

弁 論 備

□準備的弁論末、甲A40~甲A51作成者準備的論
をいずれも「内閣総理大臣」
と訂正備弁 論準

回第

弁 論

準 備 的 論

準論弁

口

第

弁

回

論

準 備 的 論

弁 論 準 備

第

口弁 論

□準備的弁論

第 回

弁 論

準備的弁論

弁 論 準 備

口

第

弁

回

準備的弁論

弁論準備

第 回

弁

瓢
品

口 準備的弁論

弁 論 準 備 □ 弁 論 準 備

第

弁

回

準備的弁論
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弁

論

回

論

準備的弁論

弁 論

(注)該当する事項の口にレを付する。

第

口 弁

口

論

回

準備的弁論

弁 論 準 備
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第3号様式(書証目錄)

( 甲 B 号 証 )

事件の表示 令和6年 (行 )第 6 2号
令和6年(行)第63号

書 証 目 錄 ( 原 告 提 出 分 )

(二の目錄汁,各期日)調書一体上公もの机百。

提 出 陳

番 号

述

成立の争いに
期 日 標 等 期日 成 立

ついての主張

1 第 1 回回 第 回
証明書(2024.4.19付)

論のとおり 口弁
維

大犬、「原本」上百の在
寸 「 写 」 上 訂 正

2 8 □準備的弁論、甲B11~甲B13作成者準備的弁論
をいずれも「内閣総理大臣」
と訂正

弁 論 準 備 論 準 備

第

口弁

回

論硎

□準備的弁論

2 9 第

~ 1弁
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註明書(2024.4.19付)
論のとおり

4 8 □ 準 備 的 弁 論

論弁 準 備

大犬乚、「原本」上の左
寸 「 写 】 【 訂 正

口弁 備準

第 回

論

準 備 的 論

弁 論 準 備
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(注)該当する事項の口にレを付する。

第

]弁

論 備

論

準

回

□準備的弁論

弁 論 準 備


